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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】ハーモニックパワードプラ法を用いた経静脈性心筋コントラストエコー（harmonic power Doppler 
imaging：HPDI）は非侵襲的に心筋灌流を評価し得る方法として注目されているが、臨床における最も信頼でき
るゴールドスタンダードのひとつであるポジトロンエミッション断層法（PET）との比較はなされていない。今回、
PETを対照としてHPDIによる心筋梗塞後の心筋灌流異常の評価を検討した。 
【方法と結果】陳旧性心筋梗塞患者23例を対象にHPDIを施行した。HPDIによる心筋染影像は心尖部四および二
腔断層にて、超音波造影剤 Levovistの持続投与下に間歇送信法を用いて記録した。左室を心尖部、中部、心基
部でそれぞれ4分割、計12分割し、各分画での心筋染影度を正常、軽度低下、高度低下の3段階に評価した。
PETを2週間以内に行い、PETにおけるNH3の取り込みをHPDIと同様に正常、軽度低下、高度低下の3段階に評
価した。23例276分画中、50分画は画像不良のため除外した。心筋灌流の評価の対象となった226分画で、HPDI
とPETの一致率は82％（κ＝0.70）であった。心尖部では両者はよく一致したが（82％、κ＝0.74）、HPDIとPET
の不一致分画ではHPDIで心筋濯流を過大評価する分画が有意に多かった（ｘ2＝6.25，p＝0.012）。心基部では除
外された分画が34分画と心尖部、中部に対し有意に多く（p＜0.0001）、HPDIとPETの一致率は79％（κ＝0.57）
とやや低い傾向にあった。 
【結論】HPDIによる心筋灌流異常の評価は心尖部での過大評価、心基部での除外分画等の限界はあるが、PETに
よる評価とよく一致した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】ハーモニックパワードプラ法を用いた経静脈性心筋コントラストエコー（harmonic power Doppler 
imaging：HPDI）は非侵襲的に心筋灌流を評価し得る方法として注目されているが、臨床における最も信頼でき
るゴールドスタンダードのひとつであるポジトロンエミッション断層法（PET）との比較はなされていない。今回、
PETを対照としてHPDIによる心筋梗塞後の心筋灌流異常の評価を検討した。 
【方法と結果】陳旧性心筋梗塞患者23例を対象にHPDIを施行した。HPDIによる心筋染影像は心尖部4および2
腔断層にて、超音波造影剤 Levovistの持続投与下に間歇送信法を用いて記録した。左室を心尖部、中部、心基
部でそれぞれ4分割、計12分割し、各分画での心筋染影度を正常、軽度低下、高度低下の3段階に評価した。
PETを2週間以内に行い、PETにおけるNH3の取り込みをHPDIと同様に正常、軽度低下、高度低下の3段階に評
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価した。23例276分画中、50分画は画像不良のため除外した。心筋灌流の評価の対象となった226分画で、HPDI
とPETの一致率は82％（κ＝0.70）であった。心尖部では両者はよく一致したが（82％、κ＝0.74）、HPDIとPET
の不一致分画ではHPDIで心筋灌流を過大評価する分画が有意に多かった（ｘ2＝6.25，p＝0.012）。心基部では除
外された分画が34分画と心尖部、中部に対し有意に多く（p＜0.0001）、HPDIとPETの一致率は79％（κ＝0.57）
とやや低い傾向にあった。 
【結論】HPDIによる心筋灌流異常の評価は心尖部での過大評価、心基部での除外分画等の限界はあるが、PETに
よる評価とよく一致した。以上により、HDDIによる心筋灌流の評価が臨床的に可能であり、本法の有用性が示唆
された。 
 よって、本研究はHDDIの臨床的有用性を示したことから、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるのに値
するものと認められた。 
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